
令和６年度
各務原市下水道事業

予算概要

１．方針

◆総合計画に基づく事業実施と目標管理

◆経営戦略を軸とする効率的な事業経営

◆未普及解消事業、長寿命化事業、総合地震

対策事業、浸水対策事業の着実な推進



２．予算額

収益的収入 資本的収入 収入合計

令和５年度 2,911,354千円 2,506,495千円 5,417,849千円

令和６年度 3,050,827千円 2,587,251千円 5,638,078千円

増減 139,473千円 80,756千円 220,229千円

対前年度比 104.79％ 103.22％ 104.06％

収 入

支 出

収益的支出 資本的支出 支出合計

令和５年度 2,945,344千円 3,320,312千円 6,265,656千円

令和６年度 3,093,668千円 3,405,865千円 6,499,533千円

増減 148,324千円 85,553千円 233,877千円

対前年度比 105.04％ 102.58％ 103.73％

※「予算額」は議決対象の税込予算額を計上。財政状況は「４．収支の内訳」で示す。
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３．排水人口・戸数・排水量・有収水量

令和６年度予算における排水人口・戸数、年間総排水量、年間有
収水量は、次の値とする。

排水人口 110,172人 年間総排水量 12,919,343㎥

排水戸数 44,339戸 年間有収水量 10,335,474㎥

（有収率 80.00％）



資本的収入 2,587,251千円

企業債
1,621,400千円
（62.7％）

国庫補助金
665,660千円
（25.7％）

資本的支出 3,405,865千円

汚水建設改良費
1,511,750千円
（44.4％）

雨水建設
改良費

590,386千円
（17.3％）

償還元金
1,204,056千円
（35.4％）

下水道事業収益 2,900,241千円

下水道使用料
1,499,737千円
（51.8％）

繰入金等
729,194千円
（25.1％）

長期前受金戻入
671,310千円
（23.1％）

下水道事業費用 2,900,241千円

流域維持管理負担金
801,000千円
（27.6％）

減価償却費
1,515,537千円
（52.4％）

４．収支の内訳
収益的収支（３条予算：税抜）

資本的収支（４条予算：税込）

現金を伴わない
収入・支出の差

871,233千円

補てん財源とする

職員給与費
148,593千円
（5.1％）

償還利息
259,166千円
（8.9％）

その他
148,939千円
（5.1％）

負担金等
71,627千円
（2.8％）

繰入金
228,564千円
（8.8％）

流域建設負担金
88,964千円
（2.6％）

固定資産除却費
27,006千円
（0.9％）

その他
10,709千円
（0.3％）

消費税調整額
107,784千円

過年度損益
勘定留保資金
450,351千円

当年度
損益勘定
留保資金
260,479
千円



５．主な下水道事業（汚水）

・汚水管渠布設事業（予算額：898,616千円）
下水道の普及のため、汚水管渠の布設工事を行います｡
（三井処理分区・L=4,605ｍ、蘇原第２処理分区・L=475ｍ、朝日処理分区・L=791ｍ、
おがせ幹線・L=707ｍ）

・下水道長寿命化事業（予算額：284,710千円）
老朽化した管渠等の長寿命化工事を行います。
（緑苑処理分区・L=2,108ｍ）

・管渠耐震化事業（予算額：137,800千円）
総合地震対策計画に基づき、主要管渠の耐震補強工事を行います。
（岩地幹線ほか・N=136箇所）

・下水道不明水対策事業（予算額：79,842千円）【拡充】
雨水浸入の多い箇所と原因を突き止め対策を講じるため、
調査及び工事を行います。
（調査：蘇原第１処理分区・三井処理分区・前渡西町処理分区・

宝積寺処理分区（新鵜沼台）、
工事：宝積寺処理分区（新鵜沼台））



６．主な下水道事業（雨水）

・内水浸水想定区域図作成事業（予算額：35,650千円）【債務負担：R5-R6】
公共下水道全体計画区域において、浸水シミュレーション等による雨水出水
浸水想定区域図を作成し、公表します。

・雨水管渠整備事業（予算額：232,370千円）【拡充】
雨水出水による浸水被害を軽減するため、雨水管渠の整備を行います。
（工事：鵜沼古市場第３雨水幹線・楠第１排水路・百曲雨水幹線、
委託：三井第１排水区）

・雨水貯留施設整備事業（予算額：322,366千円）
雨水出水による浸水被害を軽減するため、一時的に雨水を貯める
施設の整備を行います。
（工事：山の前１号雨水調整池・山の前２号雨水調整池）


